与論島方言のアクセント資料(3) by 上野 善道
０．ねらい
　 拙文 （2014） で取り上げた， 地名を前部要素の中心とする生産的な複合語における式
保存について， その補充調査資料を提示しつつ， より詳しく取り上げる。
　 話者は， これまでと同じ (1) の方である。




えない （拙文 2014 ： 82-83）。 ところが， 地名を中心とする生産的な複合語では， 前部
要素の核の有無に応じた式保存が成り立ち， その核の位置も予測可能である。
　 具体例は資料を参照されたい。 ここには与論島の地名（茶花～那間の８つ）なども含めた。
ただし， 誌面の関係で同じパターンのものはまとめ， 逐一示すことは省いた。 表記は，
一連の琉球方言の資料に用いてきた簡略音声表記で， cu はツ， cji はチ， ' は母音の
前で音節の切れ目を示す。 母音の無声化は省略した。 エ段の母音 （アイ ・ アエの融合
は除く）は軽い口蓋化があるが，比較的目立ったもののみ je, sje とした。 アクセントは，「昇
り核」 のある位置に [ を付け， 無核型には語末に = を付した。
　 前部要素に立つ地名は，圧倒的多数が-②型（次末核型。 語末から２番目に [ ）で，「オ
ランダ」 のようにそこが特殊モーラの場合は -③型で現れる。 (2) の語末核型 （-①）， (3)
の無核型 （⓪） は少数である。 なお， 別枠で 「県立， 大学」 （-④型） がある。
(2) 語末核型（-①）
　 福島， 広島， 徳島， 長崎， 四国， 大和， 大島， （沖）永良部 ; 城久， 那間
(3) 無核型 （⓪）
　 大阪， 鹿児島， 横浜， 名古屋， 宮古， 与那国 ； 朝戸
　
　 さて， これらの有核型を前部要素に持つ複合語は， 必ず有核型になり， 無核型の例
は皆無である。 その核の位置がどこにあろうと関係ない。 「オランダ - ③， アメリカ -②，
広島 -①」 は， 同じ後部要素を伴う限り， それぞれすべて同じ型になっている。
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型も併用しているという関係が認められる。 無核の前部要素に対して有核複合語が出る
例外はただ一つ， 「鹿児島」⓪に対する 「鹿児島県」 -②の例だけである （表略）。 併用
としては，「鹿児島，宮古，与那国」 の無核型に 「名物 -②」 が続いた例の⓪と -②を参照。
その併用にも， 馴染みがないものほど有核型も許されるという傾向が認められる。
　 次に， でき上がった複合語の有核型の核の位置は， 後部要素単独形が有核型であれ
ばその位置を保持する。 「広島旅行 -②， 広島文化 -③， 広島大学 -④， 広島競技場
-②， 広島オリンピック -③」 などは， それぞれ 「旅行 -②， 文化 -③， 大学 -④， 競
技場 -②，オリンピック -③」 を反映している。 後部要素単独形が無核型 （「ガス，銀行」）
であれば， 最も基本的な -②型になる。 「広島ガス -②， 広島銀行 -②」 など。 この場合，
次末が特殊モーラの３モーラ語以上では -③型になると予想されるが， 残念ながら調査語
彙の中に該当例がない。 後部要素に語末核型も入れたつもりであったが， 型が違ってい
てこれも今回の調査には含まれていない。 唯一， １モーラ語の 「府」 （①＝-①型） は
-②型の kjo:[tohu （京都府） となっている （cf. 'o:sakahu= 大阪府） 。 後部要素の例は，
-②型 /-③型 （後者は特殊モーラによる） が圧倒的に多い。 (4) の後部要素は単独で
-②型で， 有核語に付くとすべて -②型の複合語を形成する。
(4) 県 ； ガラス， 支店， 地方， ラジオ， レモン ； 温泉， 会館， 観光， 空港， 組合
　 （kumi'e:)，スタイル，製品，先生 （sjiNse:），大会 （-kwai），台風，特産，トンネル，放送，
　 名産 ； 競技場
　 前部要素が無核型で，その複合語も無核型の場合は，後部要素の型は当然関わらない。
「テレビ -②」， 「銀行⓪」 を問わず， 「鹿児島テレビ， 鹿児島銀行」 は⓪になる。
　 最後に， 資料から割愛した人名に関して一言述べる。 名字は， 調べた限りすべて
-②型である。 「福島」 の地名 -①型に対し，人名は -②型となる。 奄美に多い１字２モー
ラ姓は， すべて語頭に核がくる。 その結果， 「島， 芝， 山， 町， 橋， 菊」 などは，
人名と普通名詞でアクセントが異なっている（普通名詞も語頭核である「鶴」などは同じに）。
また， 「浜， 花， 橋」 などは， 普通名詞はハ行音に対応して p を持つが， 人名では標
準語と同じハ行で発音される。「種」の ta[ni に対し人名は [tane の例もある。 これらを使っ
た 「○○先生」 は -②型になる （一般名詞 「男先生， 女先生」 は⓪型。｢男， 女｣は③）。
[ 参照文献 ]
上野善道 （2014） 「与論島方言のアクセント資料 （１）」 『南島文化』 36: 79-99.
[ 付記 ] 今回も話者の菊千代さんとご令息の菊秀史さんのお世話になった。 御礼を申し
上げる。 本稿は 2014 ・ 15 年度 JSPS 科研費 25370452 による研究成果の一部である。
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複合語 麦屋東区方言 前部要素 麦屋東区方言 後部要素 麦屋東区方言
京都芸術大学
医科大学
県立医科大学
歯科大学
私立歯科大学
医科歯科大学
東京医科歯科大学
音楽大学
くにたち音楽大学
体育大学
日本体育大学
女子大学
奈良女子大学
国立大学
横浜国立大学
短期大学
女子短期大学
学習院女子短期大学
工業大学
青山学院大学
國學院大学
薬科大学
kjo:togeizjucu[daigaku
'ika[daigaku
keNricu'ika[daigaku
sjika[daigaku
sjiricusjika[daigaku
'ikasjika[daigaku
to:kjo:'ikasjika[daigaku
'oNgaku[daigaku
kunjitacji'oNgaku[daigaku
tai'iku[daigaku
njihoNtai'iku[daigaku
zjosji[daigaku
narazjosji[daigaku
taNki[daigaku
zjosjitaNki[daigaku
gakusju:'iNzjosjitaNki[daigaku
ko:gjo:[daigaku
'a'ojamagaku'iN[daigaku
kokugaku'iN[daigaku
jakka[daigaku
京都
医科
県立
歯科
私立
医科歯科
東京
音楽
くにたち
体育
日本
女子
奈良
国立
横浜
短期
女子
学習院
工業
國學院
薬科
[kjo:to
['ika
[keNricu
[sjika
sji[ricu
'ika[sjika
to:[kjo:
'oN[gaku
kunji[tacji
tai['iku
nji[hoN
[zjosji
[nara
kokuricu=
jokohama=
[taNki
[zjosji
gakusju:['iN
ko:[gjo:
kokugaku['iN
[jakka
芸術大学
大学
医科大学
大学
歯科大学
大学
医科歯科大学
大学
音楽大学
大学
体育大学　
大学
女子大学
大学
国立大学
大学
短期大学
女子短期大学
大学
大学
大学
geizjucu[daigaku
[daigaku
'ika[daigaku
[daigaku
sjika[daigaku
[daigaku
'ikasjika[daigaku
[daigaku
'oNgaku[daigaku
[daigaku
tai'iku[daigaku
[daigaku
zjosji[daigaku
[daigaku
kokuricu[daigaku
[daigaku
taNki[daigaku
zjosjitaNki[daigaku
[daigaku
[daigaku
[daigaku
kokuricudaigaku=,
kokuricu[daigaku
jokohamakokuricudaigaku=,
jokohamakokuricu[daigaku
青山
青山学院
'a'o[jama,
'a'ojamagaku['iN
学院大学
大学
gaku'iN[daigaku,
[daigaku
